
 

青空が眩しく感じられる季節となりました。新年度が始まってから２カ月が

過ぎようとしています。生徒の皆さんは、それぞれの新しい環境でいかがお過

ごしでしょうか？ 

さて、いよいよ各校、体育祭の練習がスタートして、活気あふれる学校に

なっています。体育祭というと、「全員が全力で頑張る」「大きな声を出す」と

いうイメージをもつ人もいるかもしれません。しかし、体育祭への参加の仕方

は一人ひとり違ってもよいのではないかと思います。 

体育祭に関わらず、さまざまな学校行事において、「参加する・しない」だけでなく、参加に関してどう感じ、どう考え、ど

のように取り組むか、自分はこの方法ならできる、ということを周囲の大人と一緒に考えていく時間も大切です。 

それぞれのご家庭で、それぞれの励ましのお声がけをいただければと思います。 

 

各校専門員の紹介 

 通級教室を支えてくれる専門員の方々紹介をします。専門員は、子どもたちがスムーズに通級できるようにしたり、安心

して学べる環境を一緒に手伝ってくれたりします。これからも子どもたちの成長を一緒に見守っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三中通級教室は７年目をスタートさせました。 

◇通級日・・火曜日・木曜日・金曜日 

◇１・２・３年生・・21 名 ◇巡回の先生５名 

今年度は１１名の１年生を迎え、にぎやかにスタ

ートしました。隣の多目的室も利用できるので運動

系の活動も可能です。みんながのびのびと楽しく活

動ができるように頑張ります！    三中専門員 

              

           

 

 

 

 

 

 

 

            三中専門員 長田 めぐみ 

 

五中通級には新しく６名の１年生が入室し、

総勢１９名になりました。開設当初は７名でした

ので、にぎやかになったなぁと実感しています。通級

日が週３日になり、来ていただく先生も５名に増

えてとても嬉しい春です。今年度も皆さんが安心し

て通える場所になるよう精一杯頑張ります！ 

五中専門員  

3 月まで、他市の小学校の通級教室にて５

年間専門員を務めてきました。小学校での経

験を活かしつつ、中学校という多感な時期を

過ごすお子様たちが安心して通級に通える

よう、教室の環境調整や先生方との連携を密

に行ってまいります。どうぞよろしくお願い

いたします。       一中専門員 

六中は通級日が週 3 日（月・水・木）に増えま

した。先生方も 8 名に増え、日々、一中・三中・五

中にも出向かれています。専門員 2 年目を迎えまし

た。拠点校の専門員として、各校の専門員の方々

と連絡を取り合いながら、多感な中学生を応援して

いきたいと思います。よろしくお願いします。 

                    六中専門員  
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通級保護者会 

 ５月８日（金）に通級保護者会を第六中学校の校内通級教室で実施しました。お忙しい中、多くの保護者の 

皆様にご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 職員の紹介と通級についての説明をした後に、授業体験として「一歩前へ」と「ito」をしていただきました。どちらの活動

も大変盛り上がりました。自分と他の人は違うこと、いろんな感じ方、考え方があること、その違いをおもしろいと思うこと、

不思議に思うこと、そんなことが学べるゲームです。いろいろな人と生きることについて、子どもたちと一緒に学んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの成長を支えるために以下の５点について引き続きご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

これらの支えが、子どもたちの「自分らしく生きる力」へとつながります。今後も、学校とご家庭が連携し、子どもたちのより 

よい成長につなげていけたらと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

通級三者面談について 

 通級三者面談につきまして、google form にてご回答いただき、ありががとうございました。 

 日程につきまして決定次第お知らせさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

第六中学校校内通級教室直通 ０４２２-７６-０１２２ 

第六中学校 FAX            ０４２２-７６-０６７４ 

① 子どもの個性を尊重し、強みを伸ばしていくこと。 

② 継続的な支援の中で、必要に応じて療育や医療の専門家と連携を取ること。 

③ 安心して過ごせる家庭環境を整えること。 

④ 将来の進路や就労に向けた準備を少しずつ始めること。 

⑤ ご自身の心身のケアを忘れず、無理のないペースで関わること。 


